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論 文 内 容 の 要 旨 
 本研究では、18世紀末から19世紀後半に至るまでのドイツ文学に登場する「美しき魂」モティーフの系譜の
変遷を辿った。このモティーフの意義とその特徴は、ヘルンフート同胞教団とその精神の十分な理解なしには
解明できない。そして、この精神は教団の指導者N.L.v.ツィンツェンドルフ（1700－1760）の宗教理念に由来
する。これまで、この「美しき魂」の系譜をヘルンフート精神の起源にまで遡って考察した研究は存在しなか
った。本研究では、可能な限り18世紀の原資料にあたりながら、「美しき魂」の源流であるツィンツェンドルフ
の宗教理念を考察し、それを踏まえてこの文学的モティーフの系譜の全体像を示し、その文学的・文化的な意
義を明らかにすることを目標とした。 
 第１部では、ツィンツェンドルフの宗教理念とそれに対する評価の変遷について考察した。まず人間観・社
会観・女性観からヘルンフート精神を分析し（第１章）、そこに現れた単純性・純粋性・実践性といったこの精
神の特徴が、彼のキリスト中心主義を顕著に反映した「血と傷の神学」と深い関係にあることを明らかにした。
（第２章）さらに、この神学が、生命力に溢れた感情や心情を信徒に与えながらも、狂信的な傾向を引き起こ
す危険性を孕んでいた点を、「混沌の時代」（1743－1750）における宗教的逸脱との関連で検証した。（第３章）
その後、後継者A.G.シュパンゲンベルク（1704－1792）が「混沌の時代」の熱狂主義を完全に否定し、他方で、
ツィンツェンドルフを「混沌の時代」に対する否定的評価から切り離す改革を行った。改革の結果、教団評価
は回復に向かったが、その一方で独創性や活力までもが失われたとの批判が起こり、生命力に満ちたツィンツ
ェンドルフの精神を積極的に評価する動きが高まった。この動きが、文学領域でヘルンフート的「美しき魂」
を登場させる重要な契機となった。（第４章・第５章） 
 第２部では、「美しき魂」モティーフの系譜の特徴とその意義について考察した。いずれの場合にも、このモ
ティーフが結婚モティーフと密接な連関にあったが、19世紀前半までの作家（ゲーテ、ハインリヒ・チョッケ、
テレーゼ・フーバー）の場合、「美しき魂」を自らの理念（人間観、社会観、女性観）と融合させ、時代を切り
拓く新しい理念として提示しえたのに対し（第１章・第２章・第３章）、19世紀後半の作家（フォンターネ、ハ
ウプトマン）の場合は、「美しき魂」を肯定的に捉える視点に立たず、描かれた「美しき魂」の女性たちは生命
力を欠き、最後は自殺に至る。（第４章）ここには、都市化や産業化の波が押し寄せ、数々の深刻な社会問題が
生じていた時代のなかで、宗教が無力になりつつあった精神状況が色濃く反映している。（第５章） 
 「美しき魂」の系譜は、以上のようにして終焉を迎えるが、しかしこれによってヘルンフート精神が完全に
力を失ったわけではない。この精神が、人間中心主義における自我の肥大に対する警告、エキュメニカルな宗
教寛容の態度、女性の本質への高い評価において、現代にもなお有効であることを指摘して、結びとした。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論は、18世紀以降にドイツで独自の活動を展開したプロテスタント系のヘルンフート同胞教団と、その活
動に触発されたドイツ文学との関係を検証し、同教団の理念や活動が、ドイツ近代の作家・詩人たちにどのよ
うに受容され、あるいはどのように批判されたか、そしてその影響がどのような形で文学作品に表れていった
か、という点について考察することをテーマとしている。その際論者は、論点を鮮明にするために、ヘルンフ
ート精神をもっともよく表している文学モティーフ「美しき魂」に焦点を当て、その系譜を辿りつつ考察を進
めている。18世紀ヘルンフート同胞教団の指導者ツィンツェンドルフ伯爵は、独自の宗教理念に基づき、独自
の信仰活動をおこなってきたが、それは近代ドイツ文学形成期の作家・詩人の強い関心をひきおこした。とり
わけゲーテは長編小説『ヴィルヘルム・マイスターの修業時代』において、ヘルンフート精神を体現する信仰
あつい女性を「美しき魂」として描き、それ以降「美しき魂」モティーフは、20世紀に至るまで引き続き多く
の詩人、作家が取り上げる有名な文学モティーフとなった。本論文の構成は、「序論」「第１部 ツィンツェン
ドルフの宗教理念とその評価の変遷」「第２部 ヘルンフート文学における「美しき魂」の系譜」および「結び」
からなり、一世紀以上にわたるヘルンフート同胞教団とドイツ文学の関係、およびその変遷を明らかにすると
いう大きな構想のもとに論が展開されている。とりわけ、敬虔主義とヘルンフート同胞教団の関係、ヘルンフ
ート同胞教団の指導者ツィンツェンドルフの宗教理念および同教団の活動、ツィンツェンドルフと同教団に対
するドイツの作家たちの考え方およびそれに関わる諸作品について考察したことは、今までのドイツ文学研究
にほとんど見られない優れた仕事であり、その意義はきわめて大きい。本論文は、テーマ設定に独創性があり、
全体を通して論述に一貫性がある。豊富な資料に基づく実証的な研究姿勢も高く評価できる。これらにより審
査委員は全員一致して、本論を意義のある優れた論文であると判断した。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
